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図 1 本システムの概要 

1. はじめに 

近年，顧客ニーズの多様化やアジャイル開発

手法の普及による開発プロジェクトの短期化が

進み，同時に進行する開発プロジェクトの数が

増加している．そのため，複数のプロジェクト

間で，参加する開発者の能力や割り当てるタス

クの複雑さを考慮し，各々のプロジェクトに適

切な開発者を割り当て，開発のスケジューリン

グを行うことが困難である．この問題を解決す

るために，既研究では，タスクの遅延時のリス

クに注目する手法[1]や，ファジィ認知マップを
利用した手法[2]を用いて，効率的にタスクを割
り当てるシステムを開発している．しかし，既

存の手法は，開発者の生産性をプロジェクトマ

ネージャの判断で設定する必要があり，開発者

の生産性を適切に判断することが困難である．

そこで，本研究では，システム開発の工数見積

の指標である FunctionPoint とソースコード品
質測定を行う C&K メトリクス[3]を使用して開
発者が過去に作成したソースコードから生産性

を分野別に算出[4][5]し，算出した生産性を利用
して他のプロジェクトの開発スケジュールを考

慮した開発スケジュールを立案する手法を提案

し，本研究の有用性を検証する． 

2. 研究の概要 

 本研究は，ソースコードを解析して開発者の

生産性を測定し，適切なタスクの割り当てを行

うことを目的とする．本システムは，図１に示

すように，ソースコード解析機能とタスク割り

当て機能により構成される． 

2.1 ソースコード解析機能 

 ソ ー ス コ ー ド 解 析 機 能 で は ， ま ず ，

MUDABlueアルゴリズム[4]を使用して，開発者
が CVS に登録したソースコードをカテゴリ別に
分類する．次に，分類したソースコードの品質

と工数の測定を行う．品質の測定では，秦野ら

の手法[3]を用いて開発者のソースコードの品質
の偏差値を算出する．工数の測定では，Sneed
の手法[5]を用いて FunctionPoint を算出する．
次に，ソースコードが CVS に記録された時間情
報と，ソースコードの評価の変化量から，開発

時間を算出する．最後に，品質偏差値，

FunctionPointと開発時間から開発者の生産性を
算出する． 

2.2 タスク割り当て機能 

 タスク割り当て機能では，システム開発に参

加する開発者の生産性情報と，開発するシステ

ムのタスク情報の２つを解析し，最適なタスク

の割り当てを行う．プロジェクトに参加する開

発者の数や開発プロジェクトのタスクの数の変

化により計算時間が大幅に増加することを防ぐ

ため，遺伝的アルゴリズムを使用してタスクの

割り当てを行う．まず，タスク開発者情報には，

開発者の生産性と，開発者が所属する他のプロ

ジェクトのスケジュール情報を使用する．次に，

タスク情報には，タスクが開発される順序の制

約条件と，タスクのカテゴリ情報が含まれるも

のとする．カテゴリ情報は，ソースコードの分

類時に作成したカテゴリを使用するものとする．

本提案で使用する遺伝的アルゴリズムは，個体

をタスク割り当ての組合せとし，遺伝子を個々

の開発者情報とし，開発者情報とタスク情報を

制約条件として，実現可能なタスク割り当ての

中で総開発時間が短くなる個体を算出する．  
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3. システムの実証実験と考察 

 実証実験では，本研究で考案した手法の有効

性を確認するため，既存研究で提案された手法

を用いたタスク割り当てとの比較し，実際に必

要となった開発時間を比較した．本実験では，

顧客管理システム，Web 予約システムと掲示板
システムの開発プロジェクトを対象とした． 

3.1 実証実験 

 実証実験として，まず，開発プロジェクトに

参加する４人の開発者の生産性を算出した．な

お，ソースコードの解析に必要となる品質の標

準偏差の値は，多数のオープンソースプロジェ

ク ト の ソ ー ス コ ー ド を 保 管 し て い る

SourceForge.jp[6]から 20 個のプロジェクトのソ
ースコードを C&Kメトリクスによって品質測定
を行った結果から算出した．次に，開発システ

ムに必要な機能を洗い出し，機能ごとにタスク

分割を行った．次に，本システムを用いてタス

ク割り当ての組合せを算出する作業と，既存の

手法を用いてタスク割り当ての組合せを算出す

る作業を行った．最後に，本システムの評価と

して，開発に必要な日数を見積もり，その日数

でスケジューリングを行い，実際に開発した時

間を比較した．プロジェクトの開発に必要な日

数を表１に示す． 

3.2 結果と考察 

 実験結果を元に各手法で算出された実際に必

要となった開発時間を求めた結果を表２に示す．

手法１は，八重樫らの手法[1]を用い，手法２は，
Wojcieck らの手法[2]を用いてスケジュールの立
案を行った．Web 予約システムと掲示板システム

の開発時間が見積もりより短くなったのは、類

似した機能の開発経験がある開発者が，類似し

た機能の開発に割り当てられたため，短期間で

開発を行うことができたと考えられる． 

4. おわりに 

 本研究では，ソースコードから開発者の生産

性を測定し，ソフトウェア開発の準最適なスケ

ジュールを作成する手法を考案した．実証実験

で
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図２ 実行結果 
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表１ 各プロジェクトの開発必要日数見積 
システム 日数 

顧客管理システム 12.5 
Web予約システム 10.5 
掲示板システム 10.0 

表２ 各手法で実際に開発した日数 
評価項目 本手法 手法 1 手法 2 

顧客管理システム 13.0 12.5 13.0
Web予約システム 10.0 10.5 10.5
掲示板システム 9.0 10.5 9.5
は，既存の手法と比較して，システムをより

期間に開発できるタスク割り当ての組合せを

出することができた．この実験結果から，本

究で提案する手法の有効性を実証した．しか

，本研究で作成したシステムでは，タスクの

テゴリ情報を手動で設定しており，タスクを

テゴリ分けが不適切な場合には，正確にスケ

ューリングできない問題がある．そのため、

力するタスク情報の特性を自動解析し、最適

スケジューリングを行う手法の確立を目指す。 
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